
天童よしみ氏　只見町特別観光大使に就任

１
：
町
特
別
観
光
大
使
に
就
任
さ
れ
た
天
童
氏（
中
央
）。
委
嘱
状
を
持
つ

渡
部
町
長（
右
）。
花
束
を
贈
呈
し
た
酒
井
さ
ん（
左
）

２
：
花
道
を
歩
き
、
町
民
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
天
童
氏

３
：
素
晴
ら
し
い
歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
た
天
童
氏

４
：
天
童
氏
の
歌
に
聞
き
入
る
町
民

２

１

３４

　

歌
手
の
天
童
よ
し
み
氏
が
只
見
町
特
別
観
光
大
使
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
童
氏
の
祖
母
ユ
ク
さ
ん
は
只
見
町
坂
田
出
身
で

す
。
天
童
氏
を
応
援
し
て
い
た
飯
塚
岩
夫
元
町
長
が
呼

び
か
け
天
童
氏
が
雪
ま
つ
り
に
出
演
さ
れ
た
と
き
は
、

祖
母
も
一
緒
に
訪
れ
喜
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　

天
童
氏
は
「
町
特
別
観
光
大
使
に
任
命
い
た
だ
き
大

変
嬉
し
い
。
只
見
町
は
大
切
な
祖
母
が
生
ま
れ
た
と
こ

ろ
で
、
私
に
と
っ
て
も
ふ
る
さ
と
。
就
任
が
決
ま
っ
た

時
は
母
も
喜
び
、
亡
く
な
っ
た
祖
母
が
『
只
見
に
帰
っ

て
き
て
く
れ
』
と
呼
ん
で
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
私

自
身
『
只
見
に
絶
対
帰
っ
て
く
る
か
ら
』
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
全
国
、
世
界
に
只
見
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
発

信
し
た
い
。
只
見
町
の
皆
さ
ん
か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
、

で
き
る
こ
と
を
実
現
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
に
町
下
町
民
体
育
館
で
「
只
見
町
特
別
観

光
大
使
委
嘱
式
＆
就
任
記
念
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行

わ
れ
、
約
３
３
０
人
の
町
民
が
来
場
し
ま
し
た
。
委
嘱

式
で
は
渡
部
町
長
か
ら
天
童
氏
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
飯
塚
岩
夫
元
町
長
の
孫
の
酒
井
亜
美

さ
ん
か
ら
天
童
氏
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

就
任
記
念
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
天
童
氏
は
「
珍
島

物
語
」「
大
ち
ゃ
ん
数
え
唄
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
歌

い
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
津
を
舞
台
に
し
た

「
旅
ひ
と
り
」
で
は
、
天
童
氏
が
祖
母
と
会
津
、
只
見
町

の
思
い
出
を
語
り
ま
し
た
。
会
場
の
様
子
は
只
見
・
朝

日
・
明
和
の
各
公
民
館
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。
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只
見
町
防
災
セ
ミ
ナ
ー

町
の
魅
力
や
課
題
を
発
見

通
年
通
行
の
実
現
に
向
け

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

災
害
図
上
訓
練
を
体
験

淑
徳
大
学
の
学
生
ら
が
来
町

平
石
山
ト
ン
ネ
ル
着
工
式

マ
ル
ソ
グ
ル
ー
プ
よ
り
寄
附

▲ペンと付箋を使い、地図に情報を書き込みました

▲工事現場でくわ入れをする出席者

▲曽我代表取締役（前列左から２人目）に渡部町長が
感謝状を手渡しました

▲町役場を訪問した淑徳大学の学生たち

　

只
見
町
防
災
セ
ミ
ナ
ー
が
９
月
１
日
、

只
見
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
町
民
24
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
日
本
赤
十
字
社

福
島
県
支
部
の
野
崎
謙
司
氏
を
招
き
、
災

害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）を
行
い
ま
し
た
。

災
害
図
上
訓
練
と
は
地
図
に
避
難
経
路
や

必
要
な
物
資
な
ど
を
書
き
、
災
害
時
の
行

動
を
考
え
る
訓
練
で
す
。

　

今
回
は
大
雨
被
害
を
想
定
し
て
、
危
険

な
場
所
や
地
域
防
災
に
役
立
つ
場
所
な
ど

を
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
只
見
・
叶
津
・
八

木
沢
集
落
の
地
図
に
書
き
出
し
、
共
有
し

ま
し
た
。
野
崎
氏
は
「
災
害
時
の
被
害
を

減
ら
す
た
め
に
、
顔
を
寄
せ
合
っ
て
話
し

合
う
機
会
が
大
切
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
区
間
の
平
石

山
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
着
工
式
が
９
月

４
日
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
十
里
越
は
令
和
９
年
夏
に
暫
定
開
通

予
定
で
す
が
、
冬
期
間
は
通
行
で
き
ま
せ

ん
。
福
島
県
が
施
工
す
る
入
叶
津
道
路

（
延
長
約
７
・
８
㌔
）
は
雪
崩
の
危
険
性
が

高
い
た
め
、
平
石
山
ト
ン
ネ
ル
や
建
設
中

の
平
石
山
第
２
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
等
の
整

備
に
よ
り
、
通
年
通
行
を
確
保
し
ま
す
。

　

渡
部
町
長
は「
八
十
里
越
は
生
活
の
道
、

希
望
の
道
で
あ
り
、
命
の
道
と
な
る
。
新

た
な
大
動
脈
の
通
年
通
行
に
よ
る
沿
線
地

域
の
発
展
に
期
待
し
て
い
る
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

マ
ル
ソ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
（
本
社
：

東
京
都
）よ
り
只
見
町
に
１
，０
０
０
万
円

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
式
は
９
月
19
日
に
只
見
ス

キ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
曽
我
明
男
代

表
取
締
役
は
「
只
見
町
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
応
援
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
渡
部
町
長
は
「
只
見

町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝

し
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
只
見
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
計
画
に
掲
げ
る

事
業
の
う
ち
、
深
沢
地
区
の
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
「
深
沢
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
活
用
し
ま
す
。

　

町
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
淑
徳
大

学
が
、
視
察
の
た
め
８
月
26
日
か
ら
28
日

に
来
町
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
の
は
、
経
営

学
部
観
光
経
営
学
科
学
科
長
の
黒
羽
義
典

准
教
授
と
学
生
14
人
で
す
。

　

学
生
ら
は
町
内
の
博
物
館
施
設
な
ど
を

回
り
、
町
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
28
日
に
は
町
役
場
を
表
敬
訪
問

し
ま
し
た
。
学
生
ら
は
「
空
気
や
ご
飯
が

お
い
し
い
」「
町
民
一
人
一
人
の
地
元
を

思
う
熱
意
を
感
じ
た
」
な
ど
町
の
印
象
を

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
で
観
光
に
つ

い
て
学
び
、
只
見
町
を
訪
れ
て
感
じ
た
こ

と
、
疑
問
を
渡
部
町
長
に
質
問
し
、
活
発

な
議
論
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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